
「世界の人と話そう２」開催報告 

「世界の人と話そう」プログラムを開催しています。 

2025 年から始まった新しい行事で、広島の外国人

をゲストに国際コミュニケーションを体験するもの。  

 今回は 11/19 の様子をご報告します。 

 次回は 2026 年 2 月、その後は 3 カ月ごとに開催

する予定です。みなさんぜひ一度ご参加ください。 

募集情報はＨＰでお知らせします。 

2025.12/3 組織部会 伊藤隆宣 

 

■11/19（水）世界の人と話そう２開催状況 

広島ユネスコ協会初の国際コミュニケーションプ

ログラム。広島市己斐公民館（広島市で一番新しく

て一番 JR 駅に近い公民館。今年 4/26 に移設・建替

え新館が開館）に、外国人３人のゲストと参加者・

スタッフ総勢 28 人が集まり、会話にチャレンジしま

した。 

今回のゲストは、コラック スティーブさん（アメ

リカ 英語教師）、ジェレミー フレイジュアさん（ア

メリカ 英語教師）、ワーソップ カールさん（アメリ

カ 醸造士・英語教師）でした。 

最初の松岡盛人会長挨拶に続いて、短いコントが

あり「世界と話そう劇団（出演はユネスコメンバー、

脚本・監督はスタッフの阿部頼繁さん）」の皆さんが

「宇宙人広島へ来る」を演じました。2回目なので芝

居も小道具も進化中、参加者の緊張はほぐれました。

その後は３グループに分かれて３回のセッションで、

ゲスト全員とお話ししました。１人の持ち時間は長

くはありませんが、いろんな参加者の会話をたくさ

ん聞きました。その後は「ゲストに聞いてみようコ

ーナー（進行はスタッフの浜井道子さん）」で参加者

を交えた楽しいＱ＆Ａでした。 

外国人が増えた広島で、どう話したらいいのか、

どう接してほしいのか、役立つヒントがたくさんあ

りました。英語に自信がなくても話してみようとい

う気持ちが大切なことがわかりました。また、今回

は働く人が参加しやすいようにと平日夜に開催した

ところ、申し込みは前回より減りましたが、働く世

代の参加割合は高くなりました。 

ゲストの皆さん、ご参加の皆さん、運営にご協力

くださった皆さん、ありがとうございました。 

 

 

■参加者アンケート 

回答アンケート 15枚は、男性 7女性 7無回答 1、

60歳未満 8、有職者 11、満足した 13、次回参加希

望 13、自由記入の感想は高評価でした。今回のゲス

トが 3 人ともアメリカの方で、英会話が多かったこ

とが、満足度に関係したのかも知れません。英会話

に自信がなくてもコミュニケーションしようという

イベントになるよう今後工夫していきます 

 

■参加者の声 

●とても楽しかったです。これからも楽しく英語を

勉強していきたいと思いました。ありがとうござい

ました。 50 代女性 

● 楽しかったです。たくさん話をさせてもらい感謝

しています。またぜひ参加させていただきたいと思

います。 40 代男性 

●参加者の方、ゲストの方、スタッフの方、皆さん

フレンドリーで、とても楽しい時間を過ごすことが

できました。ありがとうございます。 30 代女性 

●私は英語はさっぱり話せませんが友人に誘われて

参加しました。人と話すことが好きなので楽しく過

ごすことができました。ゲストの皆様、運営の皆様、

参加者の皆様、ありがとうございました。 50 代女

性 

●初めて参加しましたが、とても素敵な会で楽しか

ったです。また参加させてください。 40 代女性 

●ゲストの方々は非常に日本語が上手でした。 70

代男性 

●楽しい時間でした。あっという間に過ぎました。 

女性 

●アメリカ人は総じて陽気で、話していると元気が

出ます。 60 代男性 

●今回は、ゲストの皆さんが日本での生活も長く、

日本語がお上手でした。そのため、Ａグループでは

参加者が英語を使うよりも、ゲストが日本語で話し

てくださる方がメインだったと思いました。でも、

彼らがここまで日本語が達者になったのは、いろい

ろな機会に積極的に関わり、失敗を恐れずに続けて

の今があるのだと思いました。ジェイが言っていま

した。趣味を英語に絡めて続けては？と 70 代男性 



●楽しかった。また機会があれば参加したいと思い

ます。今日はありがとうございました。 50 代女性 

 

■ゲスト・協力者のコメント 

●ありがとうございました。こちらこそ楽しかっ

た！ 今度楽しみ      ジェイ 

ジェレミー フレイジュア 

●昨日はありがとうございました。ことても楽しく、

有意義な会でした。また何かありましたら、ぜひ声

をかけてください。依頼されていたゲスト二人を紹

介します。 

スティーブ コラック 

 

■参加者後日投稿 

●昨夜のゲストの皆さん、もう日本に長くいらっし

ゃるので、Ｂグループでは日本語でのやりとりが多

くなっていました。でも、どうやって難しいと言わ

れる日本語をあんなに達者に使えるようになったの

かを、ゲストの皆さんのお話から想像すれば、逆に

私たちが英語やいろいろな言語を習得する上で大切

なことがわかってきました。 

趣味など、自分の好きなことを英語で説明できる

ようにするなどして、いつも身近に英語を感じて日

常化して使うこと。 

ゲストの方々も、日常よく食べる物の名前などの

単語をカードに書きつけて覚えたという方もいらっ

しゃいました。出会った機会を逃さず、失敗も楽し

みながら（冗談ばかり言う方もいらっしゃいました

ね）、とにかく使い続けることで身につけていったこ

とがよくわかりました。 

写真撮影の時に、後ろから「ご苦労様でした」と

ゲストの肩をぽんぽん叩いてあげたのですが、日本

は理容院などでも叩くことが多くて、初めはびっく

りしたそうです。むこうはモミモミが主流だそうで

す。もしかしてゲストとしての役目をうまく果たせ

ず、Punishment（罰）と思ったのでしょうか？？ 

R7.11/20 山下正貴 

 

 

 

 

 

■写真 

 

挨拶 松岡会長とゲストの皆さん 

 

 

 

コント「宇宙人広島へ来る」世界と話そう劇団 

 

 

 

コラック スティーブさん（右から 2 番目） 

 



 

ジェレミー フレイジュアさん（右） 

 

 

 

ワーソップ カールさん（中央） 

 

 

 

セッションの様子１ 

 

セッションの様子２ 

 

 

 

ゲストに聞いてみようコーナー（進行 浜井道子さん） 

 

 

 

最後にみんなで記念撮影 

 



募集チラシ 

 

 

当日資料「本日の進め方」 

 

 

 


